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令和５年 第２回 臨時教育委員会 会議録 

招集日時 令和５年１１月１０日  午後６時００分 

開会日時 令和５年１１月１０日  午後６時００分 

閉会日時 令和５年１１月１０日  午後７時１０分 

開催場所 ふじみ野市役所 第２庁舎３階 Ｂ３０１会議室 

教 育 長  朝 倉   孝 

委 

員 

出 

席 

状 

況 

席番 氏  名 出席別 説明のため出席した者 

１ 冨田信太郎 出席 教 育 部 長 山中 昇  

２ 茂井万里絵 出席 教育総務課長 内田 和明  

３ 西山 幸吉 出席 学校教育課長 石川 聖徳  

４ 𠮷野  榮 出席   

   

書  記 教育総務課係長 田島 輝 傍聴人数 ０人 

会 議 概 要 

議  事  等 

第３２号議案 ふじみ野市立東台小学校の小規模校課題解決の方針について 

(６時００分) 〇開会の宣告 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただ今から、令和５年第２回臨時教育委員会会議を開会いたします。

それでは議事に入ります。 

 

〇本日の議事 

それでは議事に入ります。本会議に提案させていただいた議事の件数

は、議案１件です。 

 

〇非公開の確認 

なお、件数番号１第３２号議案「ふじみ野市立東台小学校の小規模校

課題解決の方針について」は、前回定例会議において、方針が確定する

までの間については非公開とすることとしたため、本会議は非公開とさ

せていただきます。 
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〇提案理由の説明 

それでは、教育部長から議案１件の提案理由の説明をお願いします。 

（提案理由の説明） 

この案件について、委員の皆様からご質問また、ご意見、懸念事項等

がございましたらお願いします。 

（なし） 

 

〇第３２号議案（件数番号１） 

それでは、件数番号１第３２号議案「ふじみ野市立東台小学校の小規

模校課題解決の方針について」の説明を学校教育課長よりお願いしま

す。 

ふじみ野市立東台小学校の小規模校の課題解決について、９月、１０

月の定例教育委員会会議において協議いただいてまいりましたが、この

たび、教育委員会として小規模校課題解決の方針を決定していただきた

く、本案を提出させていただいたものです。 

審議資料の方針案をご覧ください。 

内容といたしまして、ふじみ野市立東台小学校の学校規模は、全ての

学年で単学級の小規模校の状況にあり、令和６年度の新入学児童は１０

人前後となることや、令和７年度の全校児童数が１００人を下回るこ

と。 

教育委員会では、小規模校であることによる課題や児童に与える影響

として、６年間クラス替えができず人間関係が固定化すること、男女比

の偏りがあること、集団行事や指導方法に制約があること、一定規模の

集団の中で多様な考え方に触れ、ルールを学び社会性を高める機会や切

磋琢磨する環境の中で意欲や成長が引き出される機会が得にくいといっ

た面があること、また、大きな集団への適応力に課題が生じることによ

り、小学校在学中や中学校進学時に不登校に至るケースがあり、近隣小

学校と比較して東台小学校の不登校出現率は高い状況となっていること

を記載させていただいております。 

そして、保護者や児童、地域の方々をはじめ、教職員から伺ったご意

見を踏まえつつ、子ども達が充実した学習環境の中で学校生活を過ごす
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ことができるよう、東台小学校の小規模校課題解決の方針を定めるとさ

せていただき、方針として、令和７年４月 1 日からふじみ野市立東台小

学校を東原小学校に統合し、東台小学校の通学区域は、東原小学校の通

学区域として再編するものとするとしております。 

続きまして審議資料について説明させていただきます。 

一部、９月の教育委員会会議にてお示しした資料と同一のものでござ

いますが、改めて説明させていただきます。 

１ページをご欄ください。東台小学校・東原小学校児童生徒数の推移

及び将来推計を記載したものです。 

東台小学校は、ふじみ野駅周辺の区画整理事業等に伴い児童数が１，

２００人を超え、プレハブ校舎を使用するなど、東原小学校の過大規模

の課題解決を図るため、東原小学校から分離する形で平成２１年４月に

設立しました。 

当時の東原小学校は、平成１８年度から２０年度まで通常学級が３５

学級の過大規模校の状態にありました。 

東台小学校の設立後、東原小学校の過大規模は解消し、児童数が横ば

いの状況が続く一方で、東台小学校の児童数は開校以降、減少が続き、

設立時に４７４人であった児童数は、令和５年５月１日時点で１１６人

となり、令和７年度の全校児童数は、１００人を下回ることが見込まれ

ます。 

２ページをご覧ください。この表は、東台小学校の学年別・男女別児

童数を推計したものです。ピンクの網掛けは、児童数が１０人前後の学

年、黄色の網掛けは、男女の偏りがある学年を表したものです。 

男女の偏りがある学年が継続して出現することや、令和８年度にはす

べての学年で２０人を下回ることが見込まれています。 

３ページをご覧ください。不登校出現率を記載したものとなります。 

①の表のとおり、大井中学校における東台小学校出身生徒の不登校出

現率は、東原小学校、大井小学校出身の生徒に比べて高く、年度によっ

ては、２倍から６倍の出現率となっています。 

②の表のとおり、令和５年度１学期における各小学校の不登校出現率

についても、東原小学校、大井小学校と比較して東台小学校は、高いも
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のとなっています。 

不登校は、家庭環境などの様々な要因によって生じるものではござい

ますが、小規模校であることの影響として、大きな集団への適応力に課

題が生じていることを少なからず反映しているものと認識しています。 

４ページをご覧ください。令和５年１月と５月に保護者や地域の皆様

を対象とした説明会を開催し、東台小学校が抱える小規模校の課題等に

ついて説明のうえ、保護者や地域の皆様からアンケートによるご意見や

ご要望を伺いました。 

アンケート結果やご意見いただいた内容については、市ホームページ

で全て公開させていただいております。 

１月の説明会後に実施したアンケート結果では、小規模校の課題解決

に向けた対策が必要であると回答した保護者の割合が９５％であったこ

とから、保護者の皆様にも課題解決の必要性について一定のご理解をい

ただけたものと理解しています。 

５ページをご覧ください。小規模校課題解決策について伺ったもので

す。通学区域の変更（再編）と東原小学校との統合と回答された方がと

もに３割を超え、比較的高いものとなっています。小規模特認校制度は

それぞれの回答の半分程度の割合、小中一貫校はさらに低い割合となっ

ています。 

６ページをご覧ください。小規模校のメリット・デメリット（課題）

と保護者や地域の皆様、児童、教職員からの主な意見をまとめ、表とし

て整理させていただいたものです。小規模校のメリットとして、児童同

士が、互いをよく理解しあえ、人間関係が深まりやすい。異学年間の縦

の交流が生まれやすい。教職員の目が児童一人一人に行き渡り、きめ細

かな指導ができやすい。施設設備の使用にゆとりがあり、柔軟に対応で

きやすい。などのことがあります。デメリット（課題）としては、人間

関係が固定化し、新たな人間関係を構築する力を身につけづらい。一定

規模の集団の中で、多様な考え方に触れ、社会性を高める機会や学び合

いの機会、良い意味での競い合いや切磋琢磨する機会が得にくい。児童

同士の人間関係や教員との人間関係に配慮した学級編制ができない。ク

ラス内での男女の偏りが生じる。中学進学時を含め集団に馴染めず、不
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登校に至ることがある。と整理させていただきました。 

また、保護者のからのご意見では、小規模校のメリットを評価いただ

くご意見がある一方で、クラス替えができないことで児童同士の人間関

係のトラブルを解決できなかったとの意見をいただいております。 

教職員からの意見では、小規模校のデメリットとして、クラス替えに

より人間関係をリセットできず、トラブルへの対応が難しい。新しいこ

と、変化への対応が苦手、中学校進学時に多人数への対応が困難にな

る。習熟度別学習を実施できない。同学年を担当する教職員に相談でき

ず、学級担任一人で判断しなければならない。児童の多面性を理解する

ために必要な複数の教職員による指導ができない。一人一人の教職員の

校務分掌の負担が大きい。とのご意見をいただいております。 

７ページでは、小規模校課題解決策の内容、課題・留意点と保護者・

地域の主な意見をまとめ、表に整理させていただきました。 

「小規模特認校」の課題・留意点は、制度をすでに導入している自治

体の状況から、学区外から多くの児童の入学は見込まれないため、クラ

ス替えが可能となる児童数を確保することができず、小規模校の課題解

決を図れない恐れがある。ことを大きな課題として捉えています。 

保護者等の意見としては、指定校に不満がなければ、あえて東台小学

校に通学したいとは思わないのではないか。といったご意見をいただい

ております。 

「小中一貫校」の課題・留意点については、学校全体の児童生徒数は

増加するが、１学年当たりの児童数の増加は見込まれないため、小規模

校の課題解決を図れない恐れがある。ことを大きな課題として認識して

おります。 

保護者等の意見としては、小規模特認校と組み合わせて実施してはど

うかとのご意見をいただき検討しましたが、教育委員会では、施設一体

型の小中一貫校を東台小学校に設けることは、同一学区内に中学校を新

設することとなり、大井中学校の生徒数の将来推計や学校規模の観点か

ら、困難であると認識しております。 

「学区再編」の課題・留意点については、クラス替えが可能となる児

童数を確保するため、通学区域が広範囲となり、通学において児童の負
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担が生じる。学区再編の対象となる広範囲の地区の児童や保護者、地域

住民の理解や合意形成を図る必要があり、小規模校の課題解決を早期に

図ることが困難となる。合意形成にかなりの時間を要する場合があると

ともに、合意が得られない場合もあることを大きな課題として認識して

おります。 

保護者の意見として、東台小学校の充実した学校環境を生かし、東原

小学校と東台小学校の児童数を平準化してはどうかとのご意見がありま

した。 

「学校統合」の課題・留意点については、学習環境が大きく変化する

ため、統合前に交流授業等の準備期間を設けることや、統合後にアンケ

ートや面談の実施など、児童に寄り添った対応が必要となることを実施

における留意点として認識しております。 

 保護者の意見としても、東原小との統合となった場合、転校する東

台小の児童にとって大きなストレスとなる。児童目線での対応が必要で

ある。合同の林間学校や総合的な学習や特別活動の時間を利用して、両

校の児童の交流を促進してはどうかとのご意見をいただいております。 

こうしたことから小規模校の課題解決にあっては、小規模特認校や小

中一貫校の導入、学区再編の案では、小規模校の課題解決に必要となる

クラス替えが可能となる学校規模を適切に確保することができないこ

と、在籍児童や入学を控える児童への影響を最小限に抑えるために早期

解決を図ることが困難であること。東原小学校との統合の案について

は、学習環境の変化に関して、両校の交流授業や児童への十分な配慮を

実施する必要があると認識しております。 

資料８ページをご覧ください。東原小学校と統合した場合の、統合後

の学級数及び東原小学校の利用可能教室数を表したものです。統合前の

令和７年度の東原小学校の通常学級の学級数は２１学級、特別支援学級

の学級数は２学級、合計で２３学級となっております。統合後は通常学

級が２２学級、特別支援学級が２学級、合計で２４学級となり通常学級

が１学級増加する見込みとなっております。なお、転入出による児童数

の増減により１学級程度の増減は想定されますが、現在、東原小学校は

２８教室の整備が可能であるため、統合においても、教室数は十分に確
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保できるものと捉えております。 

資料９ページをご覧ください。東台小学校と東原小学校の通学区の区

域図です。東台小学校を中心とした緑色の区域が東台小学校の通学区

域、東原小学校を中心としたピンク色の区域が東原小学校の通学区域と

なります。東原小学校と統合した場合、一部の児童は通学距離が長くな

りますが、それでも東原小学校から直線距離で半径１キロ圏内に収まる

区域となります。 

資料１０ページをご覧ください。令和７年４月１日の東原小学校との

統合に向けたスケジュール案について、ご説明いたします。 

小規模校の課題解決を図るため、令和４年度から地域懇談会や保護

者・地域説明会、保護者意見交換会を開催のうえ、小規模特認校や小中

一貫校の導入、学区再編、東原小学校との統合の案について、保護者や

地域の皆様からご意見をお伺いするとともに、児童や教職員からも聞き

取りを行ってまいりました。 

お伺いしたご意見を踏まえ、東台小学校及び東原小学校の学校規模や

通学距離、登下校の安全並びに将来的な児童数推計等について、ご検討

をお願いし、東台小学校の小規模校課題解決の方針を決定いただければ

と存じます。 

その後、教育委員会会議におきまして、学区審議会委員の委嘱や諮問

案を決定の後、１月から学区審議会の審議を開始し、４月初旬までには

答申をいただきまして、教育委員会会議及び市で最終的な方針を決定す

ることとなります。 

市議会においては、６月議会での学校設置条例改正案や統合関係経費

の補正予算案を上程することとなり、非常にタイトなスケジュールにな

りますが、今後入学を控える児童への影響を最小限に抑えるため、十分

な対応を行ってまいります。 

なお、統合後の教育環境の変化が、児童や保護者にマイナスの影響を

及ぼさないよう、令和６年度を中心に両校の授業や学校行事において、

交流授業を実施し、両校の児童が安心して令和７年４月を迎えられるよ

う、市・教育委員会を挙げて取り組んでまいります。 

資料１１ページをご覧ください。今後の日程案となります。教育委員
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会会議におかれましては、本日及び２１日に継続してご審議いただくと

ともに、２１日の総合教育会議の場においてもご審議いただきます。ま

た、市議会に対しても１７日に市議会議員全員協議会を開催いただき、

議員の皆様に現状について説明させていただきます。 

方針決定後、学校、地域、保護者に対し、順次説明させていただき、

１２月の教育委員会会議において、学区審議会委員の委嘱と学区審議会

への諮問書を決定いただきたく考えております。 

別添資料として、①保護者意見交換会でのご意見、②投稿フォームか

らいただいた保護者や地域の皆様のご意見、③保護者・地域説明会での

ご意見・ご質問、④説明会事後アンケート内容、⑤説明会事前アンケー

ト内容、を添付させていただいておりますので、併せてご確認願いま

す。 

説明は以上となります。慎重なご審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

今、課長からこれまでの経緯と、今後の課題点について説明をさせて

いただきました。それでは、この案件について、委員の皆様からまずご

質問を受けたいと思います。いかがでしょうか。 

小規模校の課題解決に向けた提案だと思います。先ほどのご説明の中

で「学校統合案」と「学区再編案」もあったと思うのですが、この東台

小学校の学区それから東原小学校の学区を見たとき、今後の児童数の変

化を考えたとき、東原小学区、東台小学校区の開発状況だとか、そうい

ったことを踏まえてこれから先のことについて、東原小学校区の児童は

増えないのかどうか。東原小学校の地域では、最近、造成して宅地化さ

れるところもあるように見える。統合した後に東原小学校の児童が増え

ていくという想定はないのかどうか。また、東台小学校の校区を変更し

て１学年２学級ぐらいできるような学区再編は、不可能なのかどうかお

聞きしたいです。 

まず、東原小学校区での開発の関係でございますが、現状としてこれ

まで農地や空き地などが相続等で売却され、開発がなされるというケー

スが見受けられます。ただ、敷地的にはそれほど大きな敷地では無いの

で、大規模な開発が重ならない限り、児童生徒数に大きな影響は無いも
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のと考えております。現に、大原地区で大規模なマンションの開発がご

ざいますが、あれほど大規模な開発であっても小中合わせて２０名程度

の影響しか出ていないと実数的にも出ておりまして、想定もされていま

す。 

統合によって区域は広がりますが、東台小学区の大部分が市街化調整

区域にあるということ。それに加えて、マンション系の集合住宅も多

く、集合住宅の子ども達が義務教育課程を過ぎると子どもの数は減って

いきますので、それほど大きな影響は無いものと考えております。 

また、東原小学校の校区の一部を、東台小学校に再編成してはどうか

という質問につきましては、学校教育課長からのご説明のとおり、東台

小学校は全ての学年で単学級となっております。令和７年４月１日から

３５人学級が全学年で導入されます。そのため、２学級となるには、１

学年あたり３６人以上が必要となります。全学年で１学年あたり３６人

以上の子ども達を東台小学校の学区に再編すると仮定した場合、東原小

学校の学校の周囲を含めて、東台小学区に編入しないとそれが達成でき

ない状況になります。つまり、東原小学校の周りの児童達は自分の家か

ら東原小学校を通り過ぎて、東台小学校に通うという可能性がでてきま

す。また、今いる子ども達の環境、これから入ってくる子ども達の環境

をいち早く改善していかなくてはいけないと考えております。子ども達

の立場に立って考えた時に、学区の再編にこれから着手するとなると、

１年や２年で地域の方の合意が得られるということは難しいものと考え

ております。学校の位置関係からもわかりますように、東台小学校区の

方に寄せて再編していく案を考えるのは、なかなか難しいのかなという

のがございまして、現実的ではないのではと判断をさせていただいてい

るところでございます。 

わかりました。 

そうすると、川越街道より西の地域は、結構広い地域となっています

が、ほとんど子どもがいないということでしょうか。 

川越街道より西側の地域につきましては、市街化調整区域になってお

りまして、東台小学校の周辺と同じような地域ですので、こちらについ

ても子ども達の増加は見込めないというような状況の地域でございま
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す。 

わかりました。 

保護者と地域住民の方々には、それぞれのご意見等があると思うので

すが、本日の会議では懸念事項も出していくという趣旨かと思いますの

で、指摘をさせていただきます。東台小学校の児童数がだんだん減って

きていますが、ここから先、目に見えて右肩下がりで減っていくという

よりは、微減といいますか、ほぼ横ばいの状態で今後数年間は推移して

いくのかと思います。そうしますと、今このタイミングで統合しなくて

はいけない理由というか、ここ数年もう少し様子を見るという判断があ

っても良いのではないか、喫緊の課題で今すぐ解決しなければいけない

という根拠に欠ける気がしております。児童数が８０、７０、６０、５

０と目に見えて減っていくのなら分かります。今でも小規模校の課題は

あるのは理解できるのですが、今ここで手を打たなければいけないとい

う理由が弱い気がしますが、そのあたりいかがでしょうか。 

まず、令和１２年以降の児童数は、これから生まれる子ども達もおり

ますので、まだデータ化されていません。今後、どういうふうになって

いくかは分からないということがあります。そこで、なぜ令和７年４月

１日なのか、という点だと思います。東台小学校の課題が言われ始めて

いるのは、ごく最近のことではございません。小規模校化が進む中で中

学校の方では、東台小学校の子ども達がなかなかなじめていない。そう

いう事が言われてきたところでございます。そういう中で確かに微減で

はありますけれども、今現在こうやって数値として不登校率の数字とな

って実際に表れている。他校と比べて数倍の不登校率になっていること

を考えますとやはり、すぐに手を打たないといけないと考えています。

とにかく早くこの問題の解決を図っていかなくてはいけない、この１点

でございます。それを引き伸ばすことによって、確かに様子を見るとい

うことも可能なのですが、その間に中学校に入る子ども達はさらに先送

りされてしまいます。課題あるのがわかっているのですから、問題を先

送りにしてしまうわけにはいけないということで、令和７年４月１日を

目標としているというところでございます。 

この人口推計というのはあくまで推計でありますからこれが確定では
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ないわけで、今教育長からお話があったように不確定要素をかなり含み

ます。まさにこの東台小学校を作った時は、この地域はもっと人口が増

えるだろうという予測もあり、開校に至ったわけですよね。もっと遡れ

ば、旧上福岡市の第２小学校が統合されましたが、現在、上野台小学校

では児童数増加により校舎や職員室を増築するという状況になっていま

す。現時点では、あくまで推計であり、実際はどうなるか分からないと

いうところで学校を無くしてしまうということのリスクも伴うと言いま

すか、将来的に残して置いた方がよかったのではないかということにな

らないかという懸念がありますが、いかがでしょうか。 

その懸念はあるかと思います。しかしながら、今いる子ども達の学び

を続けていくための支障は、早く取り除かなければいけない。その１点

だけでこの議論をさせていただいているところです。 

本日、日中に会派代表の議員の皆さんとこの件について、お話されて

いるかと思いますが、いかがでしたでしょうか。 

今回、会派代表者会議でお話させていただいたのは、今後教育委員会

会議で課題解決策の方針を決定した後に地域の方に説明していくという

内容になります。それを全議員に説明する場として、全員協議会という

ものを１１月１７日に開催していただきたいという依頼をさせていただ

きました。 

市議会議員の方ですとか、地域の団体、住民の方々で目立った動きの

ようなものはございますでしょうか。 

市議会の方につきましては、昨年度からこの課題について逐次ご報告

をさせていただいています。令和４年１２月２０日に議会の方からも、

この課題解決については、迅速かつ慎重に進めるようご提言をいただい

ているところです。議会の全ての議員さんの総意としていただいており

ますので、教育委員会としてはそういったご意見もいただきましたの

で、小規模校の課題解決に向けた取り組みを早急にすべきであろうとい

うことで、丁寧に地域の住民の方、保護者、児童、教職員などからも意

見を伺いながら進めてきたという状況でございます。 

なお、議員の皆さんに対しては、９月に全員協議会を開催させていた

だきまして、課長の方からお示ししました同様の資料でご説明をさせて
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いただきました。その際は、特に質問や大きな反響はございませんでし

た。 

地域の方につきまして、現段階では９月、１０月の４回に渡り開催し

た意見交換会につきましても、参加された世帯人数は延べで１４世帯、

１９人、実人数で７世帯、１０人の限られた方の参加しか得られなかっ

たという状況で、大きな動きというのは把握できていない状況でござい

ます。 

 三芳町のスマートインターや東台小学校の前の川越街道に向かう道が

整備されつつあります。先程のお話で、大規模な開発であってもそこま

で児童数に影響はないというお話でしたが、現状想定できないような開

発が起こったときに、人数が変わるといったことは考えられているので

しょうか。 

市街化調整区域から市街化区域への編入には、大きなハードルがござ

います。土地の地権者の大多数の同意が必要であり、合意が得られれば

土地区画整備事業などの手法を検討し、面整備などを行ったうえで市街

化区域に編入できるものと聞いております。仮にスマートインターがで

きたとしても、すぐにこちらの地域が市街化区域に編入されるといった

ことにはならないものと考えております。 

確認なんですが、東台小学校が小規模校のためか中１問題、不登校の

出現率が３．４％になっていると。東原小学校は０．３％ですから約１

０倍出現しているわけですけれども、ちなみに他の小学校平均したとき

にどれぐらいの割合になるかわかりますか。 

ふじみ野市の小中学校全体で２．７５％、小学校は１．７２％、中学

校は４．９％となっています。 

なお、県の平均２．６２％と当市の方が若干高いですが、近い数字を

となっています。 

そうしますと、小学校の平均と比べると不登校が２倍出現していると

いうことですね。 

はい。 

わかりました。 

東台小の保護者の意見が多いと思うのですが、統合される側の東原小
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学校の保護者やＰＴＡ、学校運営協議会からは意見などはでているので

しょうか。 

現在のところは伺っておりません。 

この方針が決まりましたら東原小学校の保護者やＰＴＡ、学校運営協

議会等にもこの方針を伝えて説明会も開催していくというような流れと

なります。 

今日、お配りした資料の中で１２月１７日に東台小学校、東原小学校

の保護者に説明する予定となっております。 

１１月２４日には、東原小学校の学校運営協議会、教職員へ説明する

予定となっております。 

他になにかございますでしょうか。質問事項だけでなく、懸念事項、

ご意見でも結構です。 

このことに関して、東台小学校の先生方のご意見はどうなのでしょう

か。合意形成は取れているのでしょうか。 

昨年夏に先生方が参加をして、合同で学校運営協議会を開催しまし

た。資料の中のデメリットであげさせていただいていますが、現状人間

関係、トラブルの解消、それからクラス替えができないという部分が先

生方としては一番の課題であるというご意見を頂いております。 

東台小学校に見学に行かせていただいたときに、歴史的なものが置い

てあるなど地域に愛されている学校になっているかと思います。そうい

った方々からご意見など出ているのでしょうか。 

去年の夏から、地域の方も踏まえてこの話はしてきております。これ

だけ地域に馴染んだ学校だから、残していきたいとかそういった意見も

確かにございます。しかし、子ども達の現状を考えればやむを得ないと

いう意見もあり、やはり両論があるということで中々１つにできるよう

な話ではないと私は理解しています。 

一般論として教えていただきたいのですが、統合先の東原小学校と東

台小学校の児童数がだいたい６対１になるかと思うのですが、少数が吸

収されるとなった場合、それが原因でいじめが起こるというのは比較的

よくあるケースでしょうか。 

いじめは、絶対に起きないように両校の教員が、最大限の努力をはら
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っていきます。統合予定校については、県の方から１名ずつの教職員の

加配があります。この方針が決まれば、令和６年度に東台小学校、東原

小学校にそれぞれ１名ずつ職員が加配されますので、委員がご懸念され

るようなことは起きないように慎重に子ども達の様子をしっかりと見て

いきたいと思います。そのためにも、令和６年度中に修学旅行ですと

か、遠足ですとか合同授業を進めながら、子ども達の人間関係作りを来

年１年間でしっかりと作っていくため教育委員会、学校も協力しながら

進めて参ります。 

是非、そういった対応を取って頂きたいと思うのですが、やはり現状

でも東台小学校を卒業し大井中学校へ行ったときに不登校になる生徒が

多い、もしかしたらその中にいじめ的な要素がある可能性もあるわけで

ございます。それが統合により数年間早まって、東原小学校で起こる可

能性も十分あり得るかなと思ってしまいまして、本当によくよくそこに

ついてはデリケートな問題として、慎重に取り組まなくてはいけないな

と思っております。 

そのとおりだと思います。慎重に取り組んでまいります。 

資料の中で東台小学校の５年生が２３名在籍していて一番多い学年で

す。その子達が来年度をもって卒業していくと、次年度以降どの学年も

１０人台でのクラス編制となりまして、５、６年間続きます。となる

と、先程の不登校の出現率が他の２倍以上発生していることを考える

と、ここで統合して課題解決を図るのは良いのではないかと私は思いま

す。 

これだけの東台小学校の子ども達が統合により東原小学校に行くとし

てもクラス、学級数はそこまで増えないということでいいんでしょう

か。 

現時点の想定では、統合した場合でも令和７年度には１学級が増える

のみとなります。 

そうすると、今いる東台小学校の子ども達は、それぞれの学級に数人

ずつバラバラに配属されるわけですよね。 

ほとんどの学年で３～４クラスになりますので、均等に振り分けると

そのような形になろうかと思います。交流授業を重ねて、そのようなこ
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とがないよう準備を行って参りますが、統合時の学級編制については、

ある程度の配慮をする必要があるのかもしれません。これにつきまして

は、教育委員会と学校と連携しながらどのようなクラス分けをした方が

よいのかというのは慎重に検討していかなければならないと考えており

ます。 

いままで同じクラスに児童が１０名程度しかいなかった、統合すると

その子だけが転居ケースのように特別入ってきたような状況になること

については、相当神経を使っていかないといけないと思います。いじめ

になるならないではなく、その子達自身のメンタルの部分を支えていく

ためには、カウンセラー等の配置も含め慎重に進める必要があると思い

ます。できれば複数人で少し話ができるような状況がつくれるよう、そ

のようなことも視野に入れて学級編制も考えていただけるとありがたい

なと思います。 

そこは十分配慮しながら進めていきます。 

県から１名ずつの教職員が加配される予定ですが、今ご提案いただき

ました点もプラスアルファで考えていく必要があるかなと思います。 

十分配慮するためにも、子ども達の様子を見るという点でスクールカ

ウンセラーを常駐させるなども含めて検討させていただきたいと思いま

す。 

今回のようなケースで優先される意見の順位は、どのようになるので

しょうか。市長、市長部局、教育委員会、市議会、学区審議会、学校運

営協議会、様々な方のご意見があるかと思いますが、そのあたりいかが

でしょうか。 

優先すべきは、子ども達ですからその責を担う教育委員会での議論が

優先され、その方向性が出たところで学区審議会の皆さんからご意見を

いただくことになります。 

その前に、実際に保護者、地域の皆さんからの意見聴取を１年以上に

渡りしてきましたので、そういう中での集大成の議論の場が今回の教育

委員会会議だと考えております。 

また、市長としての考えは設置者としてどうするか、市長も子ども達

の教育について責任を持っておりますので、市長の考えも最終的には確
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認しながら１１月２１日の教育委員会会議で最終的な方向性を決めたい

と考えております。 

よくわかりました。 

今回のいろいろな流れの中で、市内の小中学校で学校運営協議会が活

躍している中で、東台小学校の学校運営協議会から出てくる意見が少し

少ないかなと個人的に思っているところです。東台小学校の子ども達に

どういった方向性がいいのか、学校運営協議会からの意見などが、資料

では読み取れていないだけかもしれませんが、そのあたりいかがでしょ

うか。 

地域懇談会の設置にあたりましては、メンバー選定を学校運営協議会

の皆様にお願いいたしました。学校運営協議会のメンバーの方も地域懇

談会のメンバーとして重複している方もいらっしゃいますので、ご意見

はいただけているかと考えております。 

具体的にどのような意見がありましたか。 

最終的には子どものことを最優先して、一番近い保護者の意見をもっ

ともらった方がいいのではないかという意見がありました。地域懇談会

は、保護者の方のメンバー参加が進まなかったところがあったこともあ

りまして、先月、先々月と改めて意見交換会という場を設定した状況で

ございます。 

難しいところだと思いますが、意見をもらおうとしても出てくる方が

少なかったり、限られた方の意見ばっかりになってしまうということも

あろうかと思います。意見の中でも多様な意見が少ないのではないかと

いうようなご意見もあったかと思います。意見だけもらって多様な意見

があって結局、動きが決められないというのも本末転倒かとは思いま

す。しかしながら、懸念しているのは、学校運営協議会があったとして

も、教育委員会がこのような方針を決めたらそれに逆らえないといった

ような諦めのような感覚が、東台小学校の件は別としてもそこから広が

っていって、学校運営協議会で意見を出しても結局は、通らないといっ

た風潮になってしまうのが怖いなと思っています。 

今回の統合については、小規模校のメリット、デメリットの所が重要

だと思います。小規模校のメリットというものもありますけども、資料
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を見ても倍以上のデメリットがある。その課題を解決する。さらに、不

登校の問題を解決するということが、子ども達の成長、子ども達に還元

されるべきことだと思います。先程、お話にありましたとおり統合して

東原小学校に入るときは、確かにいじめや不登校の問題が発生するかも

しれないので、方向が決まり次第できるだけ子ども達がスムーズに入れ

るように交流授業、その他統合に向けての行事や活動をきめ細かく行っ

ていただき１年、もしくは１年以上かけてスムーズに移行できるよう対

応いただけるといいのかなと思っています。 

ありがとうございます。 

他いかがでしょうか。 

（なし） 

それでは、もし無いようでしたら、これまでの議論の中では、方針案

につきまして、様々な懸念事項や配慮すべき事項もご意見としていただ

きました。また、日を置いて改めて委員の皆様のご意見を伺いながら最

終的には、１１月２１日に開催される次回の定例教育委員会会議で継続

してご審議いただきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

それでは、次回の定例教育委員会会議で継続してご審議いただきたい

と思います。 

以上で、議案の審議を終了いたします。 

これで、令和５年第２回臨時教育委員会会議を閉会いたします。 

ありがとうございました。 

（午後７時１０分）  
 


